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吉川　珠子　著

11 月 29 日（水）までにお返事ください。　FAX:03-3262-1967

*** 海鳴社の新刊本 ***

100 年を京都で過ごした珠子の大正、昭和、平成、令和と時代の移り変わりをつづった物語。

夫との出会いや生活、家族との絆などが綴られた 100 年の苦楽の記録です。

戦前、戦後、そして、高度成長期の中での生活はどのようなものだったのでしょうか。

今や人生 100 年時代。珠子の元気の源を知ることで自身の人生の参考にしてみてはいかがで

しょうか。

         **************************************************************************

祖母（珠子）の１００年を見てみると、時代というものはこんなにも早く移り変わるも

のかと、つくづく感じます。結婚ひとつとっても、珠子のお母さんは結婚式当日に初め

て夫に会ったと書かれておりますが、珠子とその兄弟はお見合い写真を見てから決めて

いる様子が伺えます。そしてその子供（一子）はお見合いもしましたが最終的には大学

の同級生と結婚しています。その時代の価値観でそんなものと思っているのでしょう。

（編集後記より）
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